第○条　遺言者は、令和○年○月○日さいたま地方法務局所属公証人○○○○作成同年第○○号遺言公正証書による遺言者の遺言（以下、「原遺言」という。）の第２条を撤回し、下記のとおりに改める。その余の部分はすべて原遺言のとおりである。

記

「第２条　遺言者は、遺言者の有する一切の不動産を、遺言者の長女坂戸竹子（昭和○年○月○日生）に相続させる。」
